
 高病原性鳥インフルエンザに 
最大限の警戒を!! 

＊異常を見つけた場合は 

年末年始も迷わず通報!! 
中濃家畜保健衛生所 ０５７４－２５－３１１１(代表）へ 

閉庁は１２月２７日から１月４日までですが、守衛に緊急事例である旨を 
伝えていただくと、家保職員から折り返し連絡を差し上げます。   

 【可児市の死亡野鳥のウイルス検出概要（H5N8亜型)】 

12月12日 死亡野鳥を回収 

12月16日 遺伝子検査にてA型と判明 

12月20日 高病原性鳥インフルエンザ 

        H5N8亜型を検出 

１６日から回収地点の周辺１０km圏内を

野鳥監視重点区域に指定し、監視を一層
強化中!! 

H5N8亜型 

◆１２月１６日宮崎県延岡市で肉用種鶏 農場１戸（約４千羽飼養）で発生 
◆全国５県８例の野鳥等からこのウイルスを検出（他３例が検査中） 
◆平成２６年、韓国において家きんで２４６件、野鳥で３８件確認 

中濃家畜保健衛生所 

日本国内のいたるところに高病原性鳥インフル
エンザウイルスが侵入している。 
直ぐそこまで危機が迫っていると捉えるべき。 

12/12死亡野鳥確認地点 
オシドリ♂１羽 
可児市緑地区 

半径10km 
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飼養衛生管理基準を今一度確認してから 
良いお年をお迎えください。 

野鳥・野生動物の侵入防止 
関係者以外の農場への立入制限 
人及び車両の出入りの際の消毒等の徹底 
鶏舎周囲の消石灰散布の徹底 
鶏舎専用の長靴、衣服の着用 
家きんの健康観察、異常の早期発見・早期通報 

これから年末・年始、春節（２月１９日）と、 
海外との人や物の交流が盛んになります。 

例年以上の警戒をお願いします。 

特に野鳥に注意！  

至急防鳥ネットの確認
修繕をしましょう。  

 【宮崎県での発生状況概要（H5N8亜型)】 

延岡市 

発生場所：宮崎県延岡市北川町 

使用状況：肉用種鶏（約4千羽飼養） 

12月14日 １０羽死亡、簡易検査陰性（農協職員） 
12月15日 新たに19羽死亡、簡易検査陽性（死亡鶏３羽中３羽） 
12月16日 遺伝子検査の結果Ｈ５亜型ウイルス確認（疑似患畜） 
   同 午前2時半 殺処分開始 

   同 午前9時25分 殺処分終了 

   同 午後7時30分 埋却終了 

12月19日 H5N8亜型と確認 
 

今後の予定（清浄性確認検査で陰性確認の場合）  

12月26日 搬出制限区域（半径10Km）の解除 

  1月  7日 移動制限区域（半径3Km）の解除      
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 【今シーズンの国内における野鳥の検査状況】 

中濃家畜保健衛生所 
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【2014年海外における発生状況（Ｈ5Ｎ8）】 

韓国 

欧州 

 その他、米国ワシントン州において野鳥からＨ５Ｎ８が分離されており、世界的に本病がまん延している
ことが考えられます。 
 またカナダ及び米国ではＨ５Ｎ２の高病原性鳥インフルエンザが確認されています。 

 飼養衛生管理基準を守ってみんな笑顔で楽しく正月を迎えましょう。 

しかし、異常が認められたら迷わず 0574-25-3111(代表）へダイヤルを!! 
中濃家畜保健衛生所 
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